
事業報告
『HIV/AIDSチームの取組』

－MSW・薬剤師の関わりを中心に－

令和6年度第2回中国・四国ブロックエイズ治療拠点病院等連絡協議会

独立行政法人国立病院機構
福山医療センター/広島県東部地区エイズ治療センター（ACCES）

医療福祉相談課長・主任MSW 木梨貴博

【MSWの関わり】



ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima

《病床数》350床 一般317 ICU4 NICU12 GCU12 HCU5
《診療科》31科
《令和4年度診療実績》
・外来患者数（１日平均）：683.5名 ・入院患者数（１日平均）：282.6名
・手術件数（年間）：3,367件 ・分娩件数（年間）：500件
・救急車搬送患者数（年間）：4,068名（うち入院患者数：2,230名）
・平均在院日数：10.1日

福山医療センターの概要

《主な機能》
エイズ治療中核拠点病院・第二次救急医療指定病院・地域医療支援病院・がん診療連携拠点病院・
地域周産期母子医療センター

Fukuyama Medical Center

循環器専門病院 脳疾患専門病院

近隣の専門医療機関と提携し、相互に
機能補完かつ地区で完結を目指す

相互に機能補完・連携



ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima

Fukuyama Medical Center

福山医療センター
（中核拠点病院）

医療圏域人口：約80万人

 福山・尾三地区～広島県北東部～岡山県笠岡～愛媛県今治のHIV/AIDSが通院・
入院するエイズ治療中核拠点病院

 累積診療件数98件、通院継続件数70件（県内では２番目に多い）

 エイズ発病患者・血友病の診療

 周辺医療機関へ出張研修会の提供（HIV/AIDS医療チーム出前講座）

 行政機関との連携による啓発活動（福山地区エイズ等連絡協議会）

ACCES： AIDS Care Center of East Side Hiroshima

広島県東部地区エイズ治療センター

広島大学病院
（ブロック拠点病院）

県立広島病院
（中核拠点病院）

広島市立市民病院
（中核拠点病院）

呉医療センター
（拠点病院）

福山医療センター
（中核拠点病院）

・エイズ学会指導医1名
・看護師3名
（外来、病棟、感染管理認定看護師）
・薬剤師3名
・心理療法士1名
・医療社会事業専門員（MSW）1名
・歯科衛生士１名
・臨床検査技師1名

広島県エイズ治療拠点病院マップ

HIV/AIDS医療チーム



当院のHIV/AIDS患者 年度別受診件数
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当院受診時背景

2023年6月末時点
当院データ

（福山医療センター 齊藤誠司医師作成を改変）

Fukuyama Medical Center

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



HIV感染者の余命
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Fukuyama Medical Center

（福山医療センター 齊藤誠司医師作成を改変） ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



ソーシャルワーカーの視点

＜医療ソーシャルワーカー＞

病院などの保健医療の場において、
社会福祉の立場から患者さんやその
家族の抱える経済的・心理的・社会
的問題の解決その調整を援助し社会
復帰の促進を図る業務を行う。

厚生労働省：医療ソーシャルワーカー

 業務指針より

患者の悩み

経済的問題

心理的問題

社会的問題

SW：問題と調整・援助の視点

解決・社会復帰

（広島大学病院エイズ医療対策室 MSW重信様作成を改変）

Fukuyama Medical Center

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



経済的支援

①医療費の負担軽減相談

②公費負担制度利用に伴う手続き支援

③生活費等経済的相談

④プライバシー保護

⑤病気に伴う人間関係の変化（家族・友人・パートナーなど）

⑥就労継続・退職、就職、求職、休職

⑦病気に伴う人生観、人生設計の変化

⑧病気によって顕著になった生活背景の問題

（外国籍・セクシャリティ・精神疾患・薬物依存など）

⑨地域医療機関への受診、転院、施設入所、在宅介護問題

心理的支援

社会的支援

ソーシャルワーカーの関わる問題

Fukuyama Medical Center

（広島大学病院エイズ医療対策室 MSW重信様作成を改変） ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



HIV/AIDS医療チームの目的

「HIV/AIDSが必要とする医療を当地区のどこの
医療機関でも享受でき、住み慣れた土地でできる
だけ最後まで過ごすことができる社会」を目指す

福山医療センター HIV/AIDS医療チーム

Fukuyama Medical Center

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



医師
MSW 感染管理認定

看護師

薬剤師

外来看護師

カウンセラー

HIV/AIDS医療チーム

基本講義講師陣

追加講義講師陣

広島県東部保健所 福山市保健所

平成25年から開始 年2回

HIV/AIDSを取り巻く課題の共有・活動の検討

広島県から検査受託病院

福山地区エイズ等連絡協議会

出前講座受講済み病院
（HIV/AIDS受入実績あり）

Fukuyama Medical Center

病院

施設 クリニック

各職種の専門性を活かした講義

『医療機関等の職員の理解や不安がなく、
HIV/AIDSが当たり前に受診できるよう』

平成28年から開始

訪問またはオンライン

HIV/AIDS医療チーム出前講座

【周辺医療機関へ出張研修会の提供】 【行政機関との連携による啓発活動】

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



HIV/AIDS医療チーム出前講座

医師

MSW 感染管理認定
看護師

薬剤師

外来看護師

カウンセラー

病院

施設 クリニック

HIV/AIDS医療チーム

各職種の専門性を活かした講義

『医療機関等の職員の理解や不安
がなく、HIV/AIDSが当たり前に
受診できなるよう』

平成28年から開始

訪問またはオンライン

1回あたり60分～70分
（基本講義の場合）

基本講義講師陣

追加講義講師陣

Fukuyama Medical Center

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima

HIV/AIDS医療チーム出前講座

Fukuyama Medical Center



《出前講座実績》

受講機関 受講者数 講師

医療機関（10ヶ所） 約440人

医師、看護師（感染管理）、外来看護師、薬剤師、
臨床心理士、MSW

福祉・介護事業所（4ヶ所） 約120人

職能団体（5団体）
〇社会福祉士
〇MSW
〇歯科衛生士
〇訪問看護
〇ケアマネージャー

約140人

歯科衛生士専門学校（1ヶ所） 58人

Fukuyama Medical Center

平成28年～令和5年

これまで20ヶ所に実施 受講者合計約758人 令和6年8月現在

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima

広島県東部保健所
福山市保健所

福山医療センター HIV/AIDS医療チーム

年2回
各保健所・当院の活動報告

HIV/AIDSを取り巻く課題の共有

平成25年から開催

福山地区エイズ連絡会

Fukuyama Medical Center

シーズン1



福山地区エイズ等連絡協議会

福山医療センター HIV/AIDS医療チーム

福山市保健所
広島県東部保健所

年2回
各保健所・当院・参加病院の活動報告等

HIV/AIDSを取り巻く課題の共有・検討・活動等

平成25年から福山地区エイズ連絡会を開催
令和2年に協議会に変更

広島県から検査委託を
受けた病院
（令和2年から参加）

広島県から検査委託を
受けた病院
（令和2年から参加）

Fukuyama Medical Center

シーズン2

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



福山地区エイズ等連絡協議会

福山医療センター HIV/AIDS医療チーム

福山市保健所
広島県東部保健所

年2回
各保健所・当院・参加病院の活動報告等

HIV/AIDSを取り巻く課題の共有・検討・活動等

平成25年から福山地区エイズ連絡会を開催
令和2年に協議会に変更
令和5年にHIV/AIDS受入実績あり病院を追加

広島県からの検査受託病院
（令和2年から参加）

出前講座受講病院
（HIV/AIDS受入実績あり）

（令和5年から参加）

Fukuyama Medical Center

シーズン３

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima
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平成27年3月～4月実施 対象；人工透析実施医療機関

Fukuyama Medical Center

（件）

HIV/AIDS医療提供における課題のアンケート

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



協議会でアンケート

実施の承認

ワーキンググループで

内容を検討

アンケート実施

協議会としての活動を進める

Fukuyama Medical Center

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



アンケート結果集計

協議会にフィードバック

ワーキンググループで施設向けの啓発活動内容を検討

ワーキンググループで啓発活動の

方向性を決める

対象：老人保健施設

啓発活動の内容はこれから・・・

Fukuyama Medical Center

協議会としての活動を進めていく

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



HIV/AIDSを受け入れない施設が全国的に多い。

福山市でも連携病院が施設検索に苦労した。

やっと見つかった施設へ入所できたものの福山市内の入所施設は受け入れ
できるのだろうか？

病院だけで活動するのではなく、福山地区エイズ等連絡協議会として
アンケートを実施しよう！

その結果を基に協議会としての活動を展開させていこう！

Fukuyama Medical Center

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



グループホーム

18%

ケアハウス

2%

サービス付き高齢者向け住宅

10%

介護医療院

1%介護療養型

2%

看護小規模多機能

3%

小規模多機能

17%

短期入所生活介護

14%

地域密着型特養

9%

特養

6%

有料老人ホーム

12%

老人保健施設

5%
施設不明

1%

アンケート；485施設
回答：138施設
回答率：28.45％

対象/回答施設内訳

Fukuyama Medical Center

HIV感染者/AIDS患者の介護施設入所に関するアンケート令和5年10月～11月実施

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima
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Fukuyama Medical Center
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HIV感染症・AIDSに関して

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima
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Fukuyama Medical Center

感染対策マニュアル整備

感染対策マニュアルにに肝炎
ウイルス項目が含まれていま
すか？

感染対策マニュアルににHIV
に関する項目が含まれていま
すか？

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima
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・職員等の離職がなければ
・家族の理解
・受入不可
・感染した場合の補償が
できないため。

Fukuyama Medical Center

（件）
施設入所が可能になるための条件

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima

⚫ 職員への定期的な研修
⚫ 感染経路、HIVについて理解を深める
ための職員研修など

⚫ 医療との密な連携、家族の理解、職
員の感染症に対する正しい知識

⚫ 職員に対しHIV・エイズに関しての知
識が乏しいため、それに対する研修
や勉強会の実施が必要。

⚫ 職員（介護スタッフ、Ns）への定期
的に研修、日常生活での注意事項や
ケガをした時の対処法など基礎的な
知識を

⚫ 感染症の理解を得られる研修会
⚫ 感染予防に関するレクチャー～実践
フォロー等の環境、提携先医療機関
及び訪問看護事業所の理解

⚫ HIV/AIDSについて職員の研修や啓発
⚫ 充分な感染対策が取れるか、教育を
サポートして欲しい。

Fukuyama Medical Center

⚫ かかりつけ医との連携が病院間で行って
もらえる。かかりつけ医の受入が可能で
あるか。

⚫ 針刺し等の事故があった場合のフォロー
体制があるか。

⚫ 看護師の配置がないため症状が悪化した
場合や終末期の受け入れ体制の確約

⚫ 主治医への情報提供等のサポート
⚫ いつでも相談できる窓口があって欲しい。
⚫ 体調不良時の受け入れ体制が整っている。
⚫ かかりつけ医からの具体的な感染予防策
の提案等、症状悪化時の医療サポート
（受け入れ等ができる機関の確保）

⚫ 嘱託医との連携が病院間で行える、嘱託
医の受入が可能であるか。

⚫ 医療機関（専門医のいる）との連携、
バックアップ等のサポートが必要

⚫ AIDSを発症した際の治療等入院の受け入
れができるか。発症した際の施設の対応
は不可能と考える。

⚫ 職員による勉強のサポート、マニュ
アル整備、職員の増員

⚫ 対策マニュアル、感染予防品の助成
⚫ 対応方法について細かな情報
⚫ マニュアル作成への助言、医療費等
の問題、他入所者、家族への理解

⚫ 医療的処置が必要時の物品、手技方
法のサポート

⚫ 医師や看護職のサポート
⚫ 職員不足の解決
⚫ 状況や様々な環境整備をしてから

（アンケートから一部抜粋）

【職員教育のサポート】 【緊急時受入・
相談窓口等のサポート】

【その他のサポート】

「受入に関するサポートがあれば受入できる」ために必要と考えられているサポート



ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima

Fukuyama Medical Center

啓発が

必要

教育

相談

サポート

福祉・介護関係者のHIV感染症、AIDSに関する正しい理解、福祉・介
護関係者によるHIV/AIDSに対する差別・偏見・誤解の解消が必須

正しい知識の理解

相談窓口・受入窓口の確保

施設のサポート体制



受入に関す

るサポート

HIV/AIDS

の知識

感染対策マ

ニュアル整

備

Fukuyama Medical Center

アンケートで92％整備できている。
45％は肝炎対策が盛り込まれている。
13％はHIV対策が盛り込まれている。

福山医療センターが
出前講座します。

福山医療センターが
バックアップします。

HIV感染者/AIDS患者の受け入れは整うはず・・・

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



HIVの理解
職員の不安払拭

専門医との連携

介護施設へ

入所

Fukuyama Medical Center

HIV感染者/AIDS患者の
権利は守られていますか？

入所者の理解
入所家族の理解

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



Fukuyama Medical Center

HIVの知識と感情をUPDATE！

○「知識＜HIV感染者/AIDS患者に対する偏見・誤解・差別」が未だにあります。

支援において『権利擁護』は不可欠！

・利用者に対して 、性別 、性的指向等の違いから派生する差別やセクシュアル・ハラスメント、虐待をしない。
・利用者を擁護し 、あらゆる権利侵害の発生を防止する。
○HIVを理由に拒否することは、HIV感染者/AIDS患者の権利を侵害しています。

出典：公益社団法人日本社会福祉士会HPより一部引用

個人情報保護を順守！

・利用者のプライバシーを最大限に尊重し 、関係者から情報を得る場合 、その利用者から同意を得る。
・利用者や関係者から情報を得る場合 、業務上必要な範囲にとどめ 、その秘密を保持する 。
秘密の保持は 、業務を退いた後も同様とする。

○他の利用者や家族に理解のために個人情報漏洩してはいけません。

『排除されない地域』を目指して

・自らの先入観や偏見を排し 、利用者をあるがままに受容する。

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima



Fukuyama Medical Center

【最後に】

行政

HIV医療チーム

HIV感染者

/AIDS患者

医療機関等

地域

エイズパニックから約40年、HIV感染者/AIDS患者の受け入れ体制は育っていない。

医療機関等がHIVを理由に拒否する（＝排除する）ことは『権利侵害』に繋がる。

患者の『権利擁護（人権を守る）』は必須。

行政と共に医療機関・福祉機関・介護事業所等へ啓発活動等を続け、

『排除されない地域』の実現に向け取り組まなければならない。

『排除しない地域』

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima

世界エイズデーキャンペーンテーマ
「U=U 知ることから、もう一度。12月1日は世界エイズデー。」



Fukuyama Medical Center

貴重な機会を頂きありがとうございました。

ご清聴ありがとうございました。

ACCES; AIDS Care Center of East Side Hiroshima
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